
2019年10月9日(水)14:30-16:30 (受付開始14:00)

【会場】在東京タイ王国大使館（東京都品川区上大崎3-14-6）
交通アクセス：JR山手線 目黒駅東口より徒歩７分 東京メトロ南北線 目黒駅東口より徒歩７分

※公共交通機関のご利用をお願いいたします。

「タイ新政権の経済政策」
江川暁夫(桃山学院大学 経済学部 准教授）

当協会は1972年の設立以来、わが国政府並びに産業界のご支援をいただきながら、タイ側カウンター
パートである泰日経済技術振興協会（TPA）と、そのTPAが設立した泰日工業大学（TNI）を支援する活
動を中心に事業を展開して参りました。アセアン経済共同体の発足後2年、今後一層の成長が期待される
メコン経済圏において、タイ及びタイ近隣国の産業人材の基盤づくりはますます重要な課題となっていま
す。当協会は、今後もTPA、TNIと協力して各国の産業基盤づくりに微力ながら貢献して参る所存です。
さて、2014年のクーデター以来、軍事政権が続いていたタイでは、3月の総選挙、6月の首相指名選挙

の結果、民政復帰後もプラユット首相の続投が決まり、7月16日にようやく新政権が発足しました。
19党の連立政権で5人の副首相が政策を分担する体制でのスタートですが、その経済政策の行方や、日本、
および日本企業への影響などについて、タイ経済に詳しい桃山学院大学の江川先生を講師に、亜細亜大学
の大泉先生をモデレーターにお迎えして伺います。
皆様におかれましては、ご多忙の折とは存じますが、奮ってご参加頂けますようご案内申し上げます。
なお、ご参加は登録制となっております。事前のお申込みを必ず頂けますようお願いいたします。

参加費：無料 要申込み 定員80名（先着順）
主催：一般社団法人日・タイ経済協力協会 後援：在東京タイ王国大使館

お申込み・お問い合わせ：一般社団法人日・タイ経済協力協会
FAX：03-3946-0896 E-mail：seminar@jtecs.or.jp TEL：03-3946-0841

ご所属先 TEL

ご住所 FAX

（ふりがな）
お名前 所属部署 役職名 E-mail

ご質問
（任意）

講師へ質問したいことなどがありましたら、ご記入ください。

【講師】
江川 暁夫：桃山学院大学 経済学部 准教授

【モデレーター】
大泉 啓一郎：亜細亜大学 アジア研究所教授



お申込み・お問い合わせ
一般社団法人日・タイ経済協力協会
FAX：03-3946-0896 E-mail：seminar@jtecs.or.jp TEL：03-3946-0841

【講師略歴】

【講師】

江川 暁夫 桃山学院大学 経済学部 准教授
東京大学経済学部卒。英国ヨーク大学経済学修士、
英国ロンドン大学 SOAS 校開発金融学修士。内閣府
経済財政運営担当、総合研究開発機構主任研究員を
経て、2014年より現職。
専攻は経済社会政策分析論、開発金融論。

著書：
『デフレ不況の実証分析』(共著/2002年/東洋経済)
『長期不況の理論と実証』(共著/2004年/東洋経済)

論文：
「タイの価格統制・価格監視規制がもたらす社会的
厚生への影響について」日本タイ学会(2013年)､
「タイ経済に忍び寄る『中所得国の罠』」日本タイ
協会(2013年)､「タイの最低賃金の大幅引上げと想
定されるいくつかのマクロ経済的影響」バンコク日
本人商工会議所(2013年)､「タイの籾米担保融資制
度の社会的コストと農民への便益」日本地域学会
(2014年)､「タイの産業高度化：タイランド4.0と東
部経済回廊開発」日本タイ協会(2017年)､ 「米中貿
易戦争のタイ経済への影響（当面の評価）」バンコ
ク日本人商工会議所(2019年)､「タイにおける格差
の「悪化感」はどこから来ているのか？」バンコク
日本商工会議所(2019年)、「プラユット政権の経済
政策の総括～政策の継続性を前提に～」日本タイ協
会(2019年)など多数。

「タイ新政権の経済政策」（仮題）
江川暁夫(桃山学院大学 経済学部 准教授）

【モデレーター】

大泉 啓一郎 亜細亜大学 アジア研究所教授
1988年3月 京都大学農学研究科大学院修士課程を
修了。2012年京都大学博士(地域研究)。
1990年より調査業務を開始。三井銀総合研究所・
さくら総合研究所を経て、日本総合研究所調査部で
アジアの経済動向の調査に従事。2019年4月より現
職。

単著

「新貿易立国論」
（2018年5月／文春新書）

「消費するアジア 新興国市場の可能性と不安」
（2011年5月／中央公論新社）

「老いてゆくアジア 繁栄の構図が変わるとき」
（第29回発展途上国研究奨励賞受賞）

（2007年9月／中央公論新社）
編著他
「ASEANの流通と貿易－AEC発足後のGMS産業地
図と企業戦略」（石原伸志氏・魚住和弘氏）

（2016年12月／成山堂書店）
「躍動・陸のASEAN、南部経済回廊の潜在力ーメ
コン経済圏の新展開」(浦田秀次郎氏・牛山隆一氏)

（2017年2月／文眞堂）
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